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ポラロイド・ランドカメラによるX線間接撮影
　　　　　　　　　　　　　　　（第1報）

　　　金沢大学医学部放射線医学教室（主任・平松博教授）

宮村利雄・宮村浩之・車田昇…
　　　　　　　　　　（昭和37年10，月4日受付）

（本論文の要旨は，昭和36年9月22日，第36回十全医学会において発表した．）

　ポラロイドカメラは，Land博：士により1948年に初

めて発売されてより僅か10数年しか経ていないが，最

初のセピア調の印画は一部の人の物珍しさによる興味

をひいたに過ぎなかった．しかし，その後数年の間に

同カメラの機構や感光材料には格段の進歩が見られ，

昔日の面1ヨを一新し，1959年より発売されたASA

3000の感度を持つピクチュア心裏ールは最近の写真界

に一エポックを画したと同時にポラロイドの名を一層

高め，また，その附属品もますます完備され，このカ

メラの有用性と利用度をますます拡大し，将来の発展

を確約したかの感がある．

　さて，このランドカメラは拡散転写反転法（Diffu・

sion　Transfer　Reversal　Process）と呼ばれるポジ画

作成法の原理を用いて（図1及び2参照）背面の処理

室で撮影後1枚ごとにPrintを作るようになってお

り，撮影後章：か10秒という驚くべき早さで現像が可能

である．

　我々は今回このカメラを入手する機会を得たので．

主としてX線間接撮影を用途としてこの臨床的応用を

試み，一応の成績を得たのでここに報告し，諸賢の御

批判を乞う次第である．

研究材料及び研究方法

　使用したCameraはPolaroid　path且nder　mode1

120で（写真1），その主要機能としてF・4．7レンズ

を装備し，最短撮影距離は90cm，絞りは4．7，5．6，8，

11，16，22，32，45，64及び90，タイマーはB，1，

1／2，　1／4，　1／8，　1／15，　1／30，　1／60，　1／125，　1／250，

1／500，etcを有し，やや大型のカメラである．

　使用した感光材料はピクチュアロール（タイプ47）

で感度はASA　3200（昼光）で手札型陽画8枚どりで

あり，その感度曲線はパンクロフイルムのそれと一致

する．

　なお，，写真2はラゴリオのカラーチャートでパンク

ロのそれと一致することを示した写真である．

　普通X線聞接撮影においては，螢光板とフイルムの

距離は75cmである。従って，このカメラではアタッ

チメントなしでは螢光板上の影像を画面一杯に写すこ

とは出来ない．アタッチメントとしては種友実験の結

果＋0．25Dのレンズが：最適当であることを知った．

普通のX食草接撮影用の暗箱の突端にランドカメラを

据えつけ，アタッチメントをつけて撮影した写真が写

真2～7である．また，シャウカステン上の普通X線

写真を撮影したものが写真8及び9である．その撮影

条件は写真の横に付記した通りである．

研究成績及び考按

　前述の写真を仔細に観察すると，鮮鋭度においては

やや難点があるが，コントラストその他についてはほ

ぼ満足すべきものである．その鮮鋭度も，X線発生装

置，特に卓球焦点の小さなものを使うことによって更

に向上を期待し得る．（本実験では従来の10KWの管

球を用いたので焦点の大きさによるボケがかなりあ

る．）

　また，レンズを大判径のもの（例えば，F1．5）を

用いれば，撮影時間を約駈。に短縮し得る．これは運

動臓器の撮影には極めて有利である．また，当然最も

大きな問題の一つである被検者の被曝線量をそれだけ

軽減し得る．

　なお，現在使用の螢光板よりも更に感度の高いP2

P3　etcの螢光板を使用すれば更に露出時間の短縮，被

曝線量の減少をはかることが出来る．

　Indirect　Radiography　with　a　Polaroid　Land　Camera．（1st　Report，　Presented　at　the　36th　meet－

ing　of　the　Juzen　Medical　Society，　Sept．22，1961）．　Toshio　Miyamura，：Hiroyuki　Miyamura

＆Shoichi　K：urumada，　Department　of　Radiology（Director：Prof．　H．　Hiramatsu），　School　of

Medicine，　University　of　Kanazawa．
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　現在，本学中央放射線部にある自動現象装置（東芝

製）によれば撮影から現像定着水洗を経て乾燥に至る

まで最もスムーズにいって約40分を要する．従って，

緊急を要する診断には間に合わない場合もある．これ

に反し，本法によれば僅かに10数秒で診断に必要な陽

画を得ることが出来る．よって，イレウス，骨折等の

急を要する疾患においては，診断から加療までの時間

を大幅に短縮し，臨床的応用価値が大きい．

　次に，カルテ記入に際し，本法によるX線陽画を添

附することにより従来のようなX線写真及び所見の記

載が一般に主観的になり易いという欠点を除外し得

る．また，経過観察の場合，フイルムを捜し出す煩雑

さと，スケッチに要する時間を省き得る．

　しかしながら，本法にも勿論欠点はある．まず，第

一に陽画の大きさが3種×4インチでやや小型である

ため，ルーチンX線フイルムに比し極く細かい所見を

看過する怖れがある．また，陽画1枚しか得ることが

出来ないので，複写及び引伸しには不便である．価格

面から見ると普通X線撮影用の6×6cmのフイルムは

1枚10円程度であるが，本法では約その10倍であり，

やや高価であるが，それでも直接撮影用の4つ切や大

陸版よりもかなり廉価である．従って，直接撮影の代

用として施行し得るものと考えられる．

我々は，この成績に満足せず，装置の改善工夫によ

って，本法の利用価値を一層高めるべく努力をつづけ

ている．

結 語

　我々は，ポラロイド・ランドカメラによるX線間接

撮影を試み，一応臨床的な利用価値を認めることが出

来た．即ち，

　1）撮影から写真の仕上りに要する時間を大幅に短

縮出来る．

2）得られた陽画自体にはまが欠点はあるが，ほぼ

臨床的観察に役立ち得る．

　3）患者の被曝線量を装置の改良によって更に軽減

し得る．

　4）患者の経過観察やカルテの整理に便である．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　The　authors　attempted　to　shorten　the　time　necessary　to　develop　an　indirect　radiogram　by

using　a　Polaroid　Land　Camera．　After　some　experiments　to　determine　the　suitable　condition

of　radiography，　they　obtained　some　relatively　good　X－ray　pictures　of　the　chest　and　abdomen

in　about　10　seconds　with　less　exposure　to　radiation．
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図　1　拡散転写法の原理

①
未
感
光
ネ
ガ

ハロゲン銀（銀塩

88．・㍗ξジ2・．・8・詫

「

紙

φ）

感

光

強い光 弱い光

↓↓↓↓↓↓↓↓ ↓↓↓齢
08．。．8。＆　　●　　●

OoOo●
@｛も。　　　　　　　o　　o　　θ

未感光ハロゲン銀

　　　　　　1
感光した銀塩は金属銀と

③
拡

散

なりネ力中に残る
紙

●　●

●
o

●

●　　　●　●　◎腱 ㊦　　　　　◎　◎oo　　⑦

@o
●　o

o
一：」一 ＝一 一　＝ 一

一　　　一

～醒 ﾅニ㌦＝㌃一 @一二一唇
f甲一一一～　　r＿＝一＝「；’一’一一＿一＿一。一

＝＝＝ ξ＝L¶」

@窟二．

Q一一

一
一
　
　
　
　
一

　　　一@ニ　　　一　　　　　　　響

黷ｱご一’＝　』一　二　噂一　一

＿　　　　　一　　　　　　　　＿

紙
1　コロイド銀

』現像剤

ハイポにより溶解された未感光の銀

塩はポジ中に拡散しコロイド銀を核

として再現像される．

畢

④
再
現
像

●．・ D・
ｿ・ ●　　0　　　0　0　0

@　◎　　　　o
@　　◎　　　⑤

・　鴨　　・　、・、　　・’　、　亀
f餅、咳璽嘆●鴨∴∵噺、塾　　一　　、　、　・ご　　、

、　　9

A、　騎　　墜㌔

●、、憾醗㊤＝、・♪、　隔　　　　　　　、隔　　　　　　　　　　亀　　　、　　　　　　、　㌦　＿こ㌦、、・

ハイポは銀塩より分離しまたネガ乳

剤中に拡散し③の反応を繰返す．

⑤
ポ
ジ
完
成

　　覧　　　　　　　　　　　　　■ 　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

怐@．’●㍉軸⑤・’∴＠、・　　　　辱

弱い光を受けた部．即ち未感光ハロ

ゲン銀の多かった部のポジは黒くな

る．

ポ　ジ
封　筒

（a）

ローラー（分離）

現像薬

ネガフイルム

図　2

（b）

　　　　　　　現像薬
ローラー（圧着）

（c）

漣



　め　　

議

・難

，鷺1

ポラロイドみラゾドカメラによるX線間接撮影

鞠綿岬脚鯉醐露騨醐欝騰盟簸欝鞭載罫

写真3

　’嚇・飼

　　魅．髄鰍’；

鍵禦言

75KVp　100mA　O．2　Sec．80cm上ys．（一）

　　　　　　　写真5

75KVp　300mA　O．3　Sec．1QOcm　Lys．（十）

写真2

465

写真4

85KVp　300mA　O．15　Sec．100cm　Lys．（十）

　　　　　　　写真6

90KVp　300mA　O．4　Sec．100cm　Lys．（十）



宮村利雄・宮村浩之・車田昇一466

8写真7写真

鰻
擁
謹
、

　
・
甑
勢
爵

臆
齢

灘
難
藩

　
　
　
馨
鱗
・
．

舞
劇
播
離
撫

　
　
　
　
譜
掴

（＋）100cm　Lys．95KVp　200mA　O．9　Sec．（＋）85KVp　300mA　O．4　Sec．100cm　Lys．

10写真9室．肖
4　　ノ、

藁
欝
．
簿
鞭
撫
趣
欝
軸
鉱
羅
難
脳
禽
影
響

轟辮薄霧
離
調

　　

@
蕪
魔

無

難

1／125Sec．F161／250Sec．F16


